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特集 鷹匠町 

　2020年10月発行予定

［無料配布］    ご寄付は喜んでお受けします。冊子制作費にかなりの費用がかかってます。　館林城の再建をめざす会・田中

L e t t e r  f r o m  T a t e b a y a s h i  C a s t l e T o w n  

次号（4号）の特集

大名小路・裏宿　大名小路を町名に使っていた事実！
いかに価値ある城下町であったかの証明となる町＝大名小路。武家地・裏宿も併せて紹介！

次 号 予 告

編 集 後 記

編　集： 館林城の再建をめざす会
発行日： 2020年4月30日
発行者： 田中茂雄
発　行： 昇文館

（祖父が神田表猿楽町にて明治44年創業）
〒374-0037 館林市小桑原町855-1 優風館

館林城下町だより第3号は生まれ育った町の特集。
昭和30年代（小学生時代）の記憶がそのまま町の記憶となっている。
三の丸、壕、土塁、土塀、侍屋敷､屋敷門・・・・色濃く残る城下町の佇まい。
多くの情報を伝えたくて誌面を倍増（16ページ）、内容の濃い特集となった。
発行予定（2月）は新型コロナのため2カ月延期！ 終息はいまだ見えてません。（4/19）

　　　　　　　　　　　　　　令和2年4月　館林城の再建をめざす会・会長　田中茂雄　　

“ よ み が え る 館 林 城 下 町 ”

伊藤若冲（二条城襖絵より）











昭和4年4月、上毛モスリン従
業員の娯楽のために家富忠
三郎氏により劇場（芝居用）が
たてられた。（4P参照）　
敷地内の南西端に冨貴座「15
周年記念石碑」があり裏面に
設立目的や経緯が詳しく刻ま
れている。石碑は大正14

年建立。

昭和の鷹匠町は
映画の街だった !?

　
「館林キネマ」は片町、「大映」と「清
流」は鷹匠町だ。キネマは松竹系の
映画を、大映は大映・東宝系を、清
流は洋画を上映していた。
同じ町内なので、最新作ポスター、
スチル写真、職人が描く大看板を見
て育った。
映画が娯楽の王様だった昭和30年
代、黒沢映画や東宝喜劇（館林を
舞台した「駅前茶釜（昭和38）」も
上映された）、植木等の無責任シ
リーズ・・・等々楽しんだ。
お隣の清流では「ベンハー」の
迫力に驚き、「007シリーズ」に夢
中になった。高校生になると仏
映画「冒険者たち」に出会う！
田舎町に暮らす少年にとって
映画は世界を垣間見る窓で
あった。（田中）

「大映劇場」の前身
「冨貴座」とは？
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